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調査結果

広島陸軍被服支廠の調査の概要

国指定の重要文化財級の価値及び被爆建物としての価値
がある旨の意見が示されている『旧広島陸軍被服支廠』に
ついて、建物の損壊等による第三者被害を予防し、価値を
損なうことなく維持・保全及び利活用することを想定した
耐震補強案、概算工事費等を算定、提案する為の調査を実
施したのでご紹介します。

1号棟を南から見た全景

建物の歴史

•広島陸軍被服支廠もしくは出汐倉庫（でしおそうこ）は、広島
県広島市南区出汐にある大日本帝国陸軍の被服廠として建
設された施設です。広島市への原子爆弾投下の爆心地から
2670メートルの距離にあり、鉄扉が歪むなどしたが倒壊は
せず、被爆者が殺到して臨時救護所となりました。太平洋戦争
後は学生寮、運輸倉庫になりました。

•構造は、鉄筋コンクリート造とレンガ造が複合する国内では希
少な建築物です。また、国内で現存最古級の鉄筋コンクリート
造建築物の連続した500mに及ぶ景観は、歴史的に重要文化
財級の価値があるとされています。

•現存する4棟は広島市により「被爆建物」の一つとして認定さ
れ、後世に受け継ぐため被服支廠の保存再生が熱望されてい
ます。

調査の概要

1 号棟・2 号棟・3 号棟
令和2 年10 月12 日～11 月12 日
株式会社 車田建築設計事務所

4 号棟
令和3 年11 月4 日～11 月12 日
株式会社 NSP 設計

旧広島陸軍被服支廠

本日のプレゼン内容は、4号棟を中心に構成しています。



第三者被害防止と建物の構造安全性
を考えた調査

調査項目 調査仕様･方法 調査範囲・数量

1.煉瓦壁の強度
（煉瓦水平目地せん断強度試験）

壁面の煉瓦及び目地の一部を電動カッター及び電動ピックではつり
出し、煉瓦目地せん断試験機器にて測定を行なう。

3FL×3 試料＝9 試料

・圧縮強度試験
既存柱、梁のコンクリートよりコア採取し、 JIS A 1107 に準じて公
的試験所にて実施する。

3FL×3 試料＝9 試料

・中性化深さ測定
JIS A 1152 に準じて実施する。コア供試体割裂面にて計測を行な
う。試験は公的試験所にて実施する。

3FL×3 試料＝9 試料

3.構造部材・非構造部材の
劣化度

煉瓦外壁、床、屋根等の構造部材及び軒部等の非構造部材の安全性
評価に必要な亀裂・損傷状況を確認する。軒部は、上部からの目視
により、腐食の進行の度合いを確認する。

煉瓦壁、床、屋根、軒部等一式

4.防水性能と劣化度
（目視による変質・劣化調査）

目視により屋根の下地の劣化部分、瓦などの劣化度調査を行う。外
壁部分の、内側建具（木製）部分については、枠、建具の状況につい
て調査する。

屋根・建具一式

5.不同沈下 現状の不同沈下の状況確認を行うため、オートレベル測量機器を用
いて長手、短手、窓枠部のレベル測定を行う。

長手･短手方向
屋内梁下短手

6.構造部材リストの作成

柱、梁等の構造部材の現状の安全性評価に必要なデータの取得を行
うため、構造部材の材料や寸法等をまとめたリストを作成する。

【はつり法】7 箇所
柱3箇所,梁4箇所

【電磁波レーダー法】33 箇所
梁：22 箇所,スラブ：4 箇所

2.躯体コンクリートの圧縮強
度・中性化深さ

実施した調査項目は下表の通り。
RC造、煉瓦張りという珍しい建築構造を持つ被服支廠。
躯体のRC造の状態の把握、仕上げの煉瓦、瓦まで調査対象として実施しました。

調査状況の写真

これから調査結果をご紹介します。

目視調査

建物の防水性能と外壁煉瓦，瓦屋根等の非構造部材劣化度調査

内 容対象部位

煉瓦の劣化損傷状況，窓枠などの非構造部材
の状態確認

外壁

高所作業車により目視にて下地の劣化部分や
瓦などの損傷状況を確認

屋根

腐食の進行の度合いを確認軒



目視調査のまとめ（外部） 目視調査のまとめ（内部）

外壁の主な劣化状況

煉瓦の劣化、欠損状況 樋の劣化(ひび割れ）による漏水

煉瓦の消失 壁端部のき裂状況



煉瓦の劣化、欠損状況 左写真黄色枠拡大：ひび割れ

鉄扉の劣化状態と軒の鉄筋腐食 左写真黄色枠拡大：損傷状況

屋根瓦の劣化状況

割れ 消失

内部の劣化状況

防水不良による漏水状況

屋根部分

鉄筋腐食（かぶり厚さ不足、ひび割れ）

内部の劣化状況

壁、スラブ

内部モルタルの状況
樋からの漏水跡

梁方向に延びた多数のひび割れ



目視調査による全体の印象
• 爆心地から約2.5kmしか離れておらず，また築109年以上経過
した建物が，現在でも大きな損傷もなく維持でてきており，煉瓦
の耐久性の高さに非常に感銘を受けました。しかしながら，横樋
においては，至る所で錆鉄筋によるかぶりコンクリートの剥落が
見受けられ，第三者への被害可能性もあることから早急な補修が
必要であると感じました。

• 瓦については，爆心地側は熱風によると思われる損傷が激しく現
在に至るまでに何度か取替えを行っているようです。爆心地とは
反対側では，大正時代に作られた瓦も現存しているということで
非常に驚いた。

• 屋内については一部天井仕上げ材が崩落して調査ができない箇
所もありました。3階については，屋根の劣化により雨漏りが酷く
錆鉄筋によるコンクリートの剥落が多く見られました。柱梁につい
ては中性化が進んでおりますが，コンクリート中の鉄筋の腐食は
かぶりが確保されていたためあまり認められませんでした。

煉瓦壁の強度調査
煉瓦水平目地のせん断強度試験

煉瓦目地の
せん断試験の種類

引用）歴史的建造物の構造安全性検討
を目的とした調査の手引き
監修 青木孝義
編著 株式会社コンステック

原位置せん断試験
• この調査は目地のせん断強度試験を

現場で実施できるという特徴があり

ます。

• 通常、目地のせん断強度試験は、試験

に供する目地が完全に含むようにコ

アなどサンプリングした試験体によっ

て行います。

• この場合、本来上部構造からの重量

などが考慮されています。

• 目地せん断強度の目安として煉瓦造

建築物の耐震診断基準 改訂第２版，

2015.5，（一社）北海道建築技術協

会に示される「煉瓦目地のせん断強度

０．４５N/mm2を有しているか確認し

ます。



躯体コンクリートの強度・中性化の調査
（コア採取）

電磁波レーダにて鉄筋位置を探査
コアボーリングにてコアを採取

コンクリートコアによる試験

・コンクリート圧縮強度試験
コンクリート圧縮強度試験は、既存柱、梁のコンクリートよりφ100mmコアを採取
し、JIS A1107 に準じて公的試験所にて実施した。

・コンクリートの中性化深さ測定
中性化試験は、圧縮強度試験後のコア供試体を割裂し，その面にて計測を行な
う。試験はJIS A 1152 に準じて公的試験所にて実施した。

柱梁の鉄筋量調査・実態調査

実態調査 使用されていた鉄筋の形状

主に主筋としてアメリカ製の
カーンバーが使われていた。

KL’を拡大



実態調査 部材リスト （明らかになった部材断面）

不同沈下量の測定

梁上部を測定位置として測定す
る。

窓枠部の測定では面台中央を測
定位置として測定する。

測定状況

調査担当としての感想

•はつり出した鉄筋が、普段見ることのない
鉄筋（アメリカ製）であったので、構造部材
リスト（鉄筋）作成に時間を要しました。

•また、調査期間中に地元テレビ局、新聞社
など多くの取材があったり、被服支廠の見
学会があったりして非常に注目を集めた調
査でありました。



ご清聴ありがとうございました。
引続き広島レストハウスの調査から工事までをご紹介します。


